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金ナノ粒子触媒は金のナノ粒子（2nm 程度）を金属酸化物に担持したもので、近年活発に

研究が行われており、その特徴的な触媒活性は注目を集めている。低温での CO 酸化 1)など

多くの有用な反応に用いられているが、有機合成反応にはあまり用いられていない。 
また、インドール環を持つ化合物は多くの医薬品や天然物などに含まれ、その合成法は長

年研究されてきた。そのほとんどは均一系触媒を用いたものであり、触媒の分離が困難で繰

り返し使用できないという欠点を持つ。 
今回我々は、分離が容易な不均一系金ナノ粒子触媒を用いた水素化条件下でのニトロアリ

ールアルキンからのインドール環の合成に成功した。 
水素化条件下において金ナノ粒子触媒を用いることで 3-ニトロスチレンのニトロ基のみが

選択的に還元されることが Corma らによって報告されている 2)。我々はそれを応用し、金ナ

ノ粒子触媒を用いてニトロアリールアルキンのニトロ基を選択的に還元し、同時にヒドロア

ミノ化を起こし環化させることにより一段階でインドール環を形成させることに成功した。 
その方法を用いることで、下図の（R＝Ph, t-Bu, p-MeOC6H4, p-FC6H4 など）基質につい

て、高収率でインドール化合物を得ることに成功した。 
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